






要約:現在の新生児スクリーニング精度管理の改革に就いて、全国スクリーニング検査施

設の検査従事者の意識調査を行なった。まず、質問項目を決定するための、研究協力者そ

の他の会議を行なった。その上でアンケートを54 施設に送り、50 施設より、62 通の回答

を得た。現行の外部標準物質(以下外標と略)を用いる正確度テスト関しては、解らないと

答えた 1通を除き、全ての回答が有効性を認めていた。諸般の事情から、この外標の送付

回数を減らせる必要が生じた場合、どの程度が適当かの問いに対しては、現在の二分の一

程度を希望する意見が多かった。この際、内部精度管理の方式に就いて一定の基準を作る

べきであるという意見が主であった。また、今の外標と異なり、一般新生児検体と区別が

つかない様な、真のブラインドサンプルを送る精度管理の導入については、賛成が 61%で

反対が 19%であった。反対・あるいは不明の回答の多くは、医療機関側での混乱が起こら

ないかという危惧に基づくものであった。日本母性保護医協会などとの緊密な連携の上に、

この方法の導入が望まれる。


